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来日第１陣のインドネシア人看護師・介護福祉士候補者を
受け入れた全国の病院・介護施設に対する追跡調査 (第２報)

候補者及び経済連携協定スキームの評価に関連する要因の分析を中心に
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１. はじめに
多文化共生社会の今日､ 日本への移民に関す

る先行研究によれば､ 一般的に､ 在日外国人の

受け入れは､ 職場や地域社会の人々との相互作

用を経ながら発展している｡ 時には､ それが日

本社会と外国人との間の摩擦という形で表れる

こともしばしばである１｡ 今般の経済連携協定

(以下 ｢���｣ と表記) に基づく外国人看護師・

介護福祉士候補者の受け入れにしても同様であ

り､ その導入に際しては､ 業界団体を中心に､

外国人の受け入れにネガティブな反応を示す人々

も存在した２｡ 彼らの反対理由は､ 外国人が医

療や福祉現場に入ることで､ 医療や福祉の質が

低下するというものであったが､ その背景には､

日本社会における ｢外国人労働者｣ を､ 1980年

代後半から大量に日本に流入してきた､ 主とし

て非熟練労働に携わるものと､ 今般���で受

け入れようとしている専門職としての看護師・

介護福祉士とをひとくくりにしてとらえる発想

に､ 日本社会全体も､ また反対している人々自

身もとらわれていたことが浮かび上がってくる｡

ゆえに､ 反対論を唱える人々は､ 先発の ｢外国

人労働者｣ が地域社会で様々な問題を引き起こ

したように､ 外国人看護師・介護福祉士らも､

医療現場で様々な問題を引き起こすのではない

か､ と懸念したのであった｡

ともあれ､ いったん受け入れが始まると､ 第

１報 (小川・平野・川口・大野､ 2010) でも取

り上げたように､ 受け入れ現場においては､ 様々

な葛藤や試みが行われているが､ 受け入れを経

て一年がたった今､ 受け入れの評価に関しては､

マイナスの点のみならずプラスの点も多いこと

が明らかになっている｡ そこで､ 次なる着眼点

は､ それらのプラスまたはマイナスの評価には､

どのような社会的経済的背景が影響しているの

かということに移る｡ プラスにせよマイナスに

せよ､ 外国人看護師・介護福祉士候補者らが日

本社会に様々な影響を与えているのは間違いの

ない事実であり､ それらの影響する因子の構造

を明らかにすることを通して､ 日本社会と外国

人看護師・介護福祉士候補者の関係性を客観的

にすることは､ 彼らの日本社会への適応､ また

は日本社会が彼らの受け入れを推進していくの

に必要不可欠なことであろう｡

第２報の本稿では､ 日インドネシア���の

枠組で来日したインドネシア人看護師・介護福

祉士候補者を受け入れた病院や介護施設を対象

に､ 病院及び介護施設の社会的経済的属性 (以

下 ｢属性｣ と表記) や���の枠組で候補者ら

を入れる目的 (以下 ｢受け入れ目的｣ と表記)､

彼らを受け入れたことで発生した職場への影響

(以下 ｢職場の変化｣ と表記) が､ 候補者らに

対する評価 (以下 ｢候補者に対する評価｣ と表

記)､ 受け入れ１年を経た時点での���に対す

る評価 (以下 ｢���に対する評価｣ と表記)

や今後の外国人スタッフの受け入れに対する計

画 (以下 ｢今後の雇用計画｣ と表記)､ そして

総合的に見た場合の受け入れの評価 (以下 ｢総

合的評価｣ と表記) にどのように関連するかを､

統計的手法を用いて実証する｡ また､ それらの
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要 旨

第２報では､ 第１報で用いた同じ調査票による全国調査結果のデータを用い､ 経済連携協定 (���)

で来日した第１陣のインドネシア人看護師・介護福祉候補者を受け入れた全国の病院および介護施設の

社会的経済的背景､ 候補者の受け入れ理由､ 受け入れた後の職場の変化と､ 候補者や���スキームの

評価との関連性を調べた｡ 病院と介護施設とで､ それぞれの内部構造を比較したところ､ 以下のような

点が指摘された｡ まず病院では､ 候補者受入れ後､ 病院が活性化したと回答しているところほど､ 候補

者の学習意欲が高いと評価していた｡ また介護施設では､ 将来の国際的な事業展開のために候補者を受

け入れたと回答しているところほど､ 様々な点から､ より候補者の長所を高く評価する傾向があった｡

キーワード：経済連携協定､ 看護師､ 介護福祉士､ インドネシア

１ 1990年代初頭より盛んになった在日外国人研究には､ 『講座外国人定住問題』 全４巻 (駒井洋編､ 明石書店) など多数ある｡
２ 日本看護協会は､ 日本・フィリピン間の���が締結された直後の2006年９月12日､ ｢日比��� (経済連携協定) フィリピン人看護師の受け入
れに関する日本看護協会の見解｣ を出し､ 自国の看護師不足を解消することの理由で､ 安易に外国人看護師を受け入れるべきではない､ と主
張している｡ また､ 日本介護福祉士会も2005年６月９日に同様の声明を発表している｡



要因構造が､ 病院と介護施設とでどのように異

なるのかを比較することにより､ ｢看護師｣ ｢介

護福祉士｣ の業務上､ 研修上の特徴を踏まえた

柔軟な受入政策の提言を行うことができると考

えた｡ このように､ 第２報では､ 質的量的記述

だけでは明らかにできない､ ���に基づく外

国人看護師・介護福祉士候補者の導入に関する

評価の構造を明らかにすることを試みる｡

２. 調査の目的と方法
調査の目的と方法は､ 第１報と同様である｡

特に第２報では､ 外国人看護師・介護福祉士候

補者を受け入れた病院や介護施設の属性､ 受け

入れ目的､ 職場の変化が､ 候補者に対する評価､

���に対する評価､ 今後の雇用計画､ 総合的

評価にどのように関連するのかを明らかにする｡

統計手法には､ スピアマンの順位相関係数､

�����	
����のＵ検定等を用いた｡ なお､ 本

研究は､ 九州大学の倫理審査委員会の承認を得

て行われた｡

３�病院に関するデータの結果と考察
� 病院の属性との関連
病院においては､ 病床数と ｢いつまで当院で

働いてくれるか心配である｣ (�＝‒�410 ､

�＜0�05) ｢外国人看護師候補者を看護配置基準

に算入すること｣ (�＝‒�595､ �＜0�01)､ ｢看護

師の国家資格を取得した外国人には永住権を与

えること｣ (�＝‒�405､ �＜0�05)の各項目間に有

意な負の相関があった｡

フィリピン人看護師候補者を受け入れている

病院は ｢今後､ ���枠組でフィリピン人看護

師候補者も受け入れる｣ (�＜0�05)と回答して

いる他は､ ���に関する今後の雇用計画や､

���に対する評価とも有意な関連は見られな

かった｡

また､ ホームヘルパー等の在日外国人スタッ

フを受け入れている病院は､ ｢日本政府は､ 看

護師の雇用に関し､ より積極的に海外に門戸を

開くこと｣ (�＜0�05) ｢看護師の国家資格を取

得した外国人には永住権を与えること｣

(�＜0�05) ｢日本人看護師が不足しているかど

うかにかかわらず受け入れること｣ (�＜0�01)

と回答する傾向が強かった｡ また､ これらの病

院は､ ���に基づく外国人看護師の今後の雇

用計画については､ ｢���枠組で入国するイン

ドネシア人介護福祉士候補者も受け入れる｣

(�＜0�01) ｢���枠組で入国するフィリピン人

介護福祉士候補者も受け入れる｣ (�＜0�05)

｢���枠組で入国する看護師候補者以外に､ 外

国人の看護職も受け入れる｣ (�＜0�05)と回答

する傾向が強かった｡ なお､ インドネシア人看

護師候補者を受け入れてみての総合的評価に有

意に関連する項目は見られなかった｡

病院では､ 外国人看護師の雇用経験の有無よ

りも､ 外国人ホームヘルパーの雇用経験の有無

の方が､ ���を通しての海外への門戸拡大や､

永住権を与えたり､ 日本人看護師が不足してい

るかどうかに関わらず外国人看護師を雇用する

計画があるなど､ 積極的な市場開放への意識と

結びつきやすく､ 外国人ホームヘルパーの雇用

経験がある病院の方で､ それらの傾向が強いこ

とが明らかになった｡ もともと､ ���枠組で

は一定の看護配置基準を満たした病院しか､ 外

国人看護師候補者らを受け入れることができな

かったため､ 本調査の対象となった病院は､ 特

に人材不足に悩む病院ではないことが考えられ

る｡ 特に､ 病床数のより多い大規模病院は､

｢７対１｣ (患者７人に対し看護師１人) の配置

基準を満たすことが多いと考えられるため､ 看

護師を即戦力として期待することも少ない｡ こ

のため､ 国家試験を取得する前の看護師候補者

を看護配置基準に算入する必要性も感じないし､

また国家試験取得者に永住権をパッケージとし

て与える必要も感じていないのではないだろう

か｡

� 受け入れ目的との関連
１) 受け入れ目的と､ 候補者に対する評価
｢職場を活性化させたい｣ ために受け入れた

と回答している病院ほど､ ｢接遇態度がよい｣

ことを評価し(�＝�396､ �＜0�05)､ ｢将来､ 看護

師として戦力を期待している｣ ために受け入れ

たと回答している病院ほど､ ｢性格が明るい｣と

は評価しない傾向があった(�＝‒�377､ �＜0�05)｡

第１報は､ 外国人看護師の評価として ｢性格

が明るい｣ にあてはまると回答した病院が53�6

％と､ 他の評価よりも高いことを示した｡ この

明るさは､ 受け入れ病院においてもよく経験さ

れ (『朝日新聞』 夕刊､ 2009年３月６日､ 『読売
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新聞』､ 2009年３月15日)､ 筆者らの調査におい

ても､ しばしば候補者のプラスの評価としてよ

くあげられている (平野､ 2009�：44‒47)｡ こ

うした ｢明るさ｣ は､ 特に看護師としての戦力

を期待していない病院において､ 特段の期待も

しない代わり評価も厳しくないために､ 無条件

に評価される傾向にあるのではないだろうか｡

また､ ｢将来の国際的な事業展開に備えたい

から｣ と受け入れたと回答している病院ほど､

｢いつまで当院で働いてくれるか心配である｣

とは回答しない傾向にあった (�＝‒�562､ �＜

0�05)｡ これは､ 厚生労働省の調査 (厚生労働

省､ 2010�) にあるように､ 今般の受け入れは､

｢将来の外国人看護師受け入れのテストケース｣

として受け入れたという回答が84�8％と､ 他の

理由よりも高かったことを見ると､ 今般の受け

入れもテストケースとして割り切り､ 現在受け

入れている外国人看護師らに過度な期待心配も

寄せていないことが考えられる｡

２) 受け入れ目的と､ ���に対する評価・
今後の雇用計画・総合的評価

｢国際貢献・交流の一環として協力したいか

ら｣ 受け入れたと回答している病院ほど､ ｢あ

る一定の日本語能力を､ 候補者の応募条件にす

ること｣ に賛同する傾向にあった(�＝�447､ �＜

0�05)｡ また ｢将来､ 看護師として戦力を期待

しているから｣ 受け入れたと回答している病院

ほど､ ｢日本政府は､ 看護師の雇用に関し､ よ

り積極的に海外に門戸を開くこと｣ (�＝�408､

�＜0�05) ｢看護師の国家資格を取得した外国人

には永住権を与えること｣ (�＝�671､ �＜0�01)

に賛同し､ ｢看護の技術を向上させたいから｣

受け入れたと回答している病院ほど､ ｢日本政

府は､ 看護師の雇用に関し､ より積極的に海外

に門戸を開くこと｣ (�＝�442､ �＜0�05) ｢看護

師の国家資格を取得した外国人には永住権を与

えること｣ (�＝�497､ �＜0�01) に賛同する傾向

にあった｡ 今後の雇用計画に関しては､ ｢国際

貢献・交流の一環として協力したいから｣ 受け

入れたと回答している病院ほど ｢日本人の業務

補助者として受け入れる｣ 傾向と負の相関を示

した (�＝‒�465､ �＜0�05) 以外は､ いずれの組

み合わせにおいても正の相関を示していた (表
１参照)｡
つまり ｢国際貢献・交流の一環として協力し

たいから｣ 受け入れるという病院側の態度は､

今後の��	枠組での外国人看護師の受け入れ

に関しては､ ｢看護労働力の不足を少しでも解

消したいから｣ ｢将来､ 看護師として戦力を期
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表１. 受け入れ目的と今後の雇用計画の相関係数 (病院)

国際貢献・交流の一環
として協力したいから

現在の看護労働力の不足を
少しでも解消したいから

将来､ 看護師として戦
力を期待しているから

看護の技術を向
上させたいから

職場を活性化
させたいから

将来の国際的な事業
展開に備えたいから

日本人看護師が不足し
ているかどうかにかか
わらず受け入れる

－�324 �290 �682

 �586

 �408
 �111

日本人の業務補助者
として受け入れる －�465
 �530

 �359 �317 �403
 －�162

今後も ��	枠組でイ
ンドネシア人看護師候
補者を受け入れる

－�306 �318 �579

 �566

 �402
 －�038

今後､ ��	枠組でフィ
リピン人看護師候補者
も受け入れる

－�333 �343 �631

 �585

 �379
 �106

��	枠組で入国するイ
ンドネシア人介護福祉
士候補者も受け入れる

－�247 �489

 �610

 �510

 �146 �085

��	枠組で入国するフィ
リピン人介護福祉士候
補者も受け入れる

－�197 �417
 �574

 �456
 �193 �184

��	枠組で入国する看
護師候補者以外に､ 外国
人の看護師も受け入れる

－�205 �204 �528

 �504

 �288 �192



��＜0�01�
��＜0�05



待しているから｣ ｢看護技術を向上させたいか

ら｣ ｢職場を活性化させたいから｣ といった受

け入れ目的とはベクトルが異なることが考えら

れる｡ 筆者のインタビューによると､ インドネ

シア人看護師第一陣を受け入れた病院の中には､

当初受け入れ病院が十分集まらないことを危惧

した厚生労働省から受け入れを打診されて､

｢国際貢献・交流としての位置づけならば｣ と

受け入れたと回答した病院が見られ３､ 病院側

はそれほど受け入れに積極的ではなかったとこ

ろもあることが明らかになっている｡ また､ 国

家試験対策のために様々な費用がかさんだり､

研修指導のために日本人看護師の労働力が割か

れるなど､ 様々な経済的社会的コストがかかる

現状がある (『西日本新聞』､ 2009年７月９日､

平野､ 2009�：44‒47､ 平野､ 2010：48‒51) こ

とから考えると､ もともと受け入れに積極的で

ない病院が､ 即戦力を期待できない､ 業務補助

者として受け入れることについては､ 反対の意

思を示すのも理解できよう｡

また､ 平野・小川・川口・大野 (2010) は､

インドネシア人看護師第１陣を受け入れた病院

に対し､ 受け入れ前の調査を行い､ 候補者の受

け入れは､ 日本の看護レベルを相対化するマー

カーとして認識されていることを明らかにした

が､ 本研究の結果から､ 実際に外国人を受け入

れた後の時点においても､ 共通した傾向が見て

取れるといえよう｡

なお､ 今般インドネシア人看護師候補者を受

け入れたことに関する総合的評価は､ ｢将来､

看護師として戦力を期待しているから｣ (�＝

�481､ �＜0�01)､ ｢職場を活性化させたいから｣

(�＝�390､ �＜0�05) 受け入れた病院ほど高いこ

とが明らかになった｡ このことから､ 単に国際

貢献・交流目的ではなく､ 外国人看護師受け入

れに関し､ 当該病院における何らかの具体的な

変化を期待して受け入れた病院において､ 今般

の受け入れに対する評価が高いことが分かる｡

� 職場の変化との関連
１) 職場の変化と候補者に対する評価
職場の変化については､ ｢職場が活性化した｣

の項目のみが､ 候補者に対する評価と有意な正

の相関を見ており､ 相関の高い順から ｢学習意

欲が高い｣ (�＝�619､ �＜0�01) ｢接遇態度がよ

い｣ (�＝�561､ �＜0�01) ｢敬老精神がある｣ (�＝

�521､ �＜0�01) ｢身体や病気に関する知識があ

る｣ (�＝�467､ �＜0�05) ｢辛抱強く業務に当た

る｣ (�＝�436､ �＜0�01) ｢よく気がきく｣ (�＝

�432､ �＜0�05) ｢性格が明るい｣ (�＝�412､

�＜0�05) ｢協調性がある｣ (�＝�403､ �＜0�05)

のようであった｡

職場の活性化は､ 看護師本人の日本人スタッ

フとの協調性の良さよりも､ 本人の学習意欲の

高さに強く関連を見ていることは興味深い｡ 今

般の���枠組での受け入れは､ 日本の国家試

験を合格することが前提となっているため､ そ

れを第一目標に掲げている病院側は､ 職場あげ

て候補者の学習を支援していることが著者らの

調査でも明らかになっている (平野､ 2009	：

44‒47､ 平野､ 2009�：44‒47､ 平野､ 2010：48‒

51)｡ そのことが､ 職場全体を活性化させたこ

とはよく聞くことである｡ 本調査でもその点が

実証されたといえよう｡

２) 職場の変化と���に対する評価・今後
の雇用計画・総合的評価

外国人看護師を受け入れて､ ｢患者が以前よ

りいきいきしてきた｣ と評価している病院ほど､

｢今後���枠組でフィリピン人看護師候補者も

受け入れる｣ (�＝�456､ �＜0�05) ｢���枠組

で入国する看護師候補者以外に､ 外国人看護職

も受け入れる｣ (�＝�440､ �＜0�05) ｢今後も

���枠でインドネシア人看護師候補者を受け

入れる｣ (�＝�429､ �＜0�05) ｢日本人看護師が

不足しているかどうかにかかわらず受け入れる｣

(�＝�421､ �＜0�05)と回答しており､ これはそ

の他のいずれの項目よりも有意に関連した項目

が多いことが明らかになった｡

また､ ｢職場が活性化した｣ と評価している

病院ほど ｢今後も���枠組でインドネシア人

看護師候補者を受け入れる｣ (�＝�409､ �＜0�05)

と回答していた｡ また､ ｢患者とのトラブルが

増えた｣ と評価している病院ほど ｢日本人の業

務補助者として受け入れる｣ ことに反対する傾

向があった (�＝‒�412､ �＜0�05)｡

来日第１陣のインドネシア人看護師・介護福祉士候補者を受け入れた全国の病院・介護施設に対する追跡調査 (第２報)
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また､ ｢財政的負担が増えた｣ と評価してい

る病院ほど ｢国家資格は必要だが､ ３年間のう

ちに取得を義務付けなくてもよい｣ (�＝�447､

�＜0�05) と回答し､ ｢患者とのトラブルが増え

た｣ と評価している病院ほど ｢日本政府は､ 看

護師の雇用に関し､ より積極的に海外に門戸を

開くこと｣ (�＝‒�463､ �＜0�05)に反対する一方

｢斡旋業者を民間業者にも開放すること｣ (�＝

�394､ �＜0�05) に賛成する傾向が見られた｡

また ｢日本人スタッフとの人間関係で調整が必

要になった｣ と評価している病院ほど ｢斡旋業

者を民間業者にも開放すること｣ (�＝�471､

�＜0�05) に賛成する傾向が見られた｡ 今般イ

ンドネシア人看護師候補者を受け入れてみての

総合評価との関連では､ ｢職場が活性化した｣

(�＝�657､ �＜0�01) と ｢患者が以前よりいきい

きしてきた｣ (�＝�476､ �＜0�05) の２項目との

関連において､ 強い正の相関を見た｡

筆者らの調査では､ 外国人看護師候補者が時

間をかけて接することにより､ 患者からの評判

が良いことが明らかになっている (平野､

2009�：44‒47)｡ また､ 一人ひとりに時間をか

けて接することは､ 医療行為のできない候補者

らにあっては､ その葛藤を乗り越え現状に適応

する戦略として使われているということが､ 西

日本の受け入れ病院で調査を実施した ����

�	
����	���(2010) によって指摘されてい

る｡ ｢患者が以前よりいきいきしてきた｣ とい

う職場の変化の背景には､ こうした､ 看護師候

補者であっても発揮できるケア能力があり､ そ

れは結果的に今後の���枠内外での看護師の

受け入れを前向きに検討する病院側の姿勢に結

び付いていることが分かる｡

財政的負担については､ 前述のように病院側

にかかる様々な社会的経済的コストは､ 国家試

験に合格させることで投資分を回収することが

できると解釈されていると考えられるが､ 現時

点では３年間のうちの国家資格の取得は難しい

というのが大局である｡ 現に､ ２年目の挑戦で

は､ インドネシア人第１陣のうち､ ２名しか合

格しなかった (『朝日新聞』､ 2010年３月27日)｡

しかしながら､ 看護業務をさせるには国家資格

が必要である｡ したがって､ 取得のための猶予

期間を､ 現行の入国後３年から､ 少し延長する

ことを希望する意見と関連をみたのも理解で

きる｡

なお､ 患者とのトラブルが増えたという評価

が､ 日本政府による看護労働力の門戸開放を希

望する姿勢と､ 民間業者による斡旋を通した看

護師労働力の開放を希望する姿勢では､ 全く逆

の相関傾向を示したのは興味深い｡ これは､ 看

護師労働力は欲しいけれども､ 現行の���に

現れるような､ 融通の利かない日本政府の枠組

による受け入れよりも､ 競争原理が働く民間業

者を通した受け入れの方が､ トラブル対処を柔

軟に行うことを期待していると解釈することは

できないであろうか｡

しかし､ 一般的には､ 看護師の資格を持たな

くとも､ 看護師候補者らがそのケア能力を存分

に発揮し､ その結果として職場が活性化したり､

患者がいきいきしてきたならば､ 病院側の評価

は総じて高くなると考えてよさそうである｡

４. 介護施設に関するデータの結果と考察
� 介護施設の属性との関連
候補者に対する評価､ ���に対する評価､

インドネシア人介護福祉士候補者を受け入れて

みての総合的評価との関連があったのは､ ｢フィ

リピン人介護福祉士候補者の受け入れの有無｣

と ｢国家資格は必要だが､ (入国後) ４年間の

うちに取得を義務付けなくてもよい｣ という項

目間のみであり､ ｢フィリピン人介護福祉士候

補者を受け入れていない｣ と回答した介護施設

において､ ｢国家資格は必要だが､ ４年間のう

ちに取得を義務付けなくてもよい｣ に賛成する

傾向があった (�＜0�05)｡

インドネシア人介護福祉士候補者とともにフィ

リピン人介護福祉士候補者を受け入れている介

護施設は計４施設あった｡ これらがどのような

介護施設であるか､ 今回はこの背景について尋

ねることはできなかったので推測にとどめるが､

より多くの介護福祉士候補者を雇うのは､ 外国

人介護福祉士候補者を安い労働力として認識し

ている介護施設ばかりではないということが考

えられる｡ 第１報によると､ ｢現在の介護労働

力不足を少しでも解消したいから｣ という理由

で､ 今般受け入れを決めたのは３割にすぎない｡

７割の介護施設は､ 人材不足対策ではないわけ

であるから､ きっちりと４年間で国家資格をと

らせることに賛成しうる､ 比較的人材が豊富な
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介護施設もある一定数あることが考えられる｡

また､ この４施設は､ その中に含まれていると

考えられ､ ���の枠組通り､ 候補者に対する

研修・就労を遵守している介護施設であること

が言えよう｡

� 受け入れ目的との関連
受け入れ目的と､ 候補者に対する評価とは､

いずれの組み合わせにおいても正の相関を見た

が､ 中でも､ ｢将来の国際的な事業展開に備え

たいから｣ 受け入れた介護施設ほど､ ｢辛抱強

く業務にあたる｣ (�＝�585､ �＜0�05) ｢性格が

明るい｣ (�＝�569､ �＜0�05) ｢学習意欲が高い｣

(�＝�499､ �＜0�05) ｢身体介助の技術が高い｣

(�＝�497､ �＜0�05) ｢協調性がある｣ (�＝�491､

�＜0�05) ｢身体や病気に対する知識がある｣

(�＝�486､ �＜0�05) ｢よく気がきく｣ (�＝�480､

�＜0�05)の７つの項目において､ 候補者が日本

人スタッフとうまく業務をこなしていく際に求

められる性格を高く評価している｡

また､ ｢職場を活性化させたいから｣ 受け入

れた介護施設ほど､ 候補者に対する６つの評価

項目について高く評価し､ ことに ｢介護記録作

成に必要な日本語の読み書きができる｣ (�＝

�658､ �＜0�01) ｢身体や病気に対する知識があ

る｣ (�＝�651､ �＜0�01) ｢学習意欲が高い｣

(�＝�650､ �＜0�01)など､ 日本語の読み書きや

介護技術を含む､ 候補者の持つスキルをより高

く評価していることが明らかになった｡ 一方､

｢現在の介護労働力の不足を少しでも解消した

いから｣ や､ ｢将来､ 介護福祉士として戦力を

期待しているから｣ 受け入れた介護施設の回答

は､ 候補者に対する評価に関するいずれの項目

にも有意な関連を見ていなかった｡ なお､ ｢国

際貢献・交流の一環として協力したいから｣ 受

け入れた介護施設ほど､ ｢学習意欲が高い｣

(�＝�581､ �＜0�01) ｢介護記録作成に必要な日

本語の読み書きができる｣ (�＝�519､ �＜0�05)

｢日本人スタッフとの日本語での会話が問題な

くできる｣ (�＝�467､ �＜0�05) 点を評価してい

ることが明らかになった (表２参照)｡
候補者の日本語能力や､ 介護スキルは､ 個々

に差があるとしても､ それらの評価の高低が､

受け入れ理由の違いによってパターン化してい

ることは興味深い｡ ｢将来の国際的な事業展開｣

とはいかなる事業展開であるかは本調査では明

らかではないが､ 仮に､ それが､ 海外での施設

の展開４だと考えると､ 今般受け入れたインド

ネシア人介護福祉士候補者らは､ 介護施設の経

営者や日本人のスタッフらにより､ テストケー

スとして､ 彼らの素質やスキルについて事細か

に評価されているからかもしれない｡

���に対する評価との相関については､ ｢国

家資格がなくても施設で介護職として働けるよ

うにすること｣ という意見と ｢現在の介護労働

力の不足を少しでも解消したいから｣ (�＝�585､

�＜0�01) ｢将来介護福祉士として戦力を期待し

ているから｣ (�＝�560､ �＜0�05)という受け入

れ理由の強さとの間に強い正の相関がみられた｡

また､ ｢国際貢献・交流の一環として協力した

いから｣ という受け入れ理由の強さは､ ｢日本

政府は､ 介護職の雇用に関し､ より積極的に海

外に門戸を開くこと｣ (�＝�741､ �＜0�01) ｢外

国人介護福祉士候補者を介護人員配置基準に算

入すること｣ (�＝�467､ �＜0�05)との強い正の

相関を見ていた｡ また､ ｢介護の技術を向上さ

せたいから｣ という受け入れ理由が強いほど､

｢斡旋業務を民間業者にも開放すること｣ (�＝

�658､ �＜0�01)に賛成する傾向があった｡

受け入れ目的と､ ���に基づく介護福祉士

候補者の今後の雇用計画については､ ｢国際貢

献・交流の一環として協力したいから｣ 受け入

れた介護施設ほど ｢今後も���枠組でインド

ネシア人介護福祉士候補者を入れる｣ (�＝�490､

�＜0�05)と回答する傾向があった｡ また､ ｢将

来､ 介護福祉士として戦力を期待しているから｣

受け入れた介護施設ほど ｢今後､ ���枠組で

フィリピン人介護福祉士候補者も受け入れる｣

(�＝�480､ �＜0�05)と回答していた｡ なお､ ｢将

来の国際的な事業展開に備えたいから｣ 受け入

れた介護施設は､ ｢���枠組で入国する介護福

祉士候補者以外に､ 外国人の介護職も受け入れ

る｣ (�＝�618､ �＜0�01) ｢���枠組で入国する

フィリピン人看護師候補者も受け入れる｣ (�＝
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�574､ �＜0�05) ｢���枠組で入国するインドネ

シア人看護師候補者も受け入れる｣ (�＝�523､

�＜0�05) ｢今後､ ���枠組でフィリピン人介護

福祉士も受け入れる｣ (�＝�501､ �＜0�05) の各

項目と強い正の相関を見ていた｡

今般､ インドネシア人介護福祉士候補者を受

け入れたことに関する総合的評価は ｢国際貢献・

交流の一環として協力したいから｣ 受け入れた

と回答した介護施設ほど高く (���513､ �＜

0�05)､ ｢将来の国際的な事業展開に備えたいか

ら｣ 受け入れたと回答した介護施設ほど高かっ

た (���509､ �＜0�05)｡

このように､ ｢国際貢献・交流｣ の目的での

介護福祉士候補者の受け入れは､ 海外からの介

護職導入の量的な拡大を求める傾向と強い関連

があることが考えられる｡ これは､ 実際に一年

介護福祉士候補者を受け入れてみて､ 前述のよ

うに､ 学習意欲やスタッフとの日本語会話能力

も､ 介護記録作成に必要な日本語の読み書きも

評価できることがわかったので､ これをパイロッ

トケースとして今後受け入れ人数を拡大してい

こうという介護施設側の姿勢が表れているとは

言えないだろうか｡

また ｢将来の国際的な事業展開に備えたいか

ら｣ 受け入れた理由が強い介護施設は､ 前述の

ように､ ｢辛抱強く業務にあたる｣ ｢性格が明る

い｣ ｢学習意欲が高い｣ ｢身体介助の技術が高い｣

｢協調性がある｣ ｢身体や病気に対する知識があ

る｣ ｢よく気がきく｣ など､ 介護福祉士候補者

に対して評価が高いポイントが多い｡ このため､
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表２. 受け入れ目的と候補者に対する評価の相関係数 (介護施設)

国際貢献・交流の一環
として協力したいから

現在の介護労働力の不足を
少しでも解消したいから

将来､ 介護福祉士として
戦力を期待しているから

介護の技術を向
上させたいから

職場を活性化
させたいから

将来の国際的な事業
展開に備えたいから

身体介助の技術が
高い

�172 －�030 �367 �543	 �528	 �497	

身体や病気に対す
る知識がある

�423 －�097 �411 �315 �651		 �486	

性格が明るい �365 －�332 －�025 －�156 �427 �569	

辛抱強く業務にあ
たる

�024 �030 －�027 �306 �389 �585	

学習意欲が高い �581		 －�140 �192 �505	 �650		 �499	

時間を遵守する －�300 －�024 �165 －�127 �000 �172

協調性がある �336 －�346 �277 －�094 �404 �491	

よく気がきく �321 －�012 �280 �164 �605		 �480	

接遇態度がよい －�056 �176 �080 �019 �200 �000

敬老精神がある －�022 －�359 －�032 �125 �432 �304

入所者との日本語での
会話が問題なくできる

�429 �165 �314 �360 �532	 �095

日本人スタッフとの日本語
での会話が問題なくできる

�467	 �171 �307 �337 �432 �131

介護記録作成に必要な日
本語の読み書きができる

�519	 －�076 �435 �195 �658		 �281

		
�＜0�01�	
�＜0�05



今後は､ さらにフィリピン人介護福祉士候補者

やインドネシア人看護師候補者､ フィリピン人

看護師候補者らを���枠組のもとで､ さらに､

���枠組以外にも､ 外国人介護職の受け入れ

に積極的に取り組み､ 事業展開への準備を進め

ていこうとしていることが考えられる｡

� 職場の変化との関連
各介護施設で受け入れた候補者の ｢学習意欲

が高いこと｣ は､ ｢日本人スタッフの日本語の

ことばづかいが丁寧になった｣ (���800､ �＜

0�01)､ ｢日本人スタッフが 『介護』 とは何か､

改めて考えるようになった｣ (���678､ �＜0�01)､

｢職場が活性化した｣ (���534､ �＜0�05) ｢日本

人スタッフが､ 異なる文化を理解するきっかけ

となった｣ (���523､ �＜0�05)､ ｢入所者が以前

よりもいきいきしてきた｣ (���517､ �＜0�05)､

｢日本人スタッフが明確な表現でコミュニケー

ションをとるようになった｣ (���506 ､

�＜0�05) のように､ 職場のプラスの変化の６

項目すべてにかなり強い正の相関を見ていた｡

また､ ｢身体や病気に対する知識がある｣ こと

は､ ６項目中４項目と強い正の相関を見た半面､

｢入所者とのトラブル対処が必要になった｣ と

は負の相関を見た｡

なお､ 職場におけるマイナスの変化について､

候補者に対する評価項目と有意な相関を見たも

のは､ ｢入所者とのトラブル対処が必要になっ

た｣ があり､ それぞれ ｢入所者との日本語での

会話が問題なくできる｣ (��‒�603､ �＜0�01)､

｢日本人スタッフとの日本語での会話が問題な

くできる｣ (��‒�480､ �＜0�05) と､ 負の相関

を見た｡

候補者の学習意欲など､ 個人的な姿勢は､ 受

け入れ介護施設の支援態勢の在り方にも影響さ

れうるし､ またその逆も真である｡ 候補者の適

応努力､ 介護施設側の受け入れ努力といった相

互の働きかけが､ より多面的な候補者に対する

評価につながったり､ より多様な職場のプラス

の変化を連鎖的に生み出すことが考えられる｡

また､ 学習意欲が高く､ 身体や病気に対する知

識を持つ者は､ 結果的に日本人スタッフや入所

者との日本語の会話にも問題なく､ 業務にも支

障をきたさずに携わることができると考えられ､

マイナスの面が軽減されることが考えられる｡

反対に､ マイナスの変化については､ 候補者の

日本語能力の低さが関連していることから､ 候

補者に対する評価及び受け入れ介護施設の職場

のプラスの変化のためには､ 日本語能力が高い

ことが必要であると考えられる (表３参照)｡
���に対する評価として ｢日本政府は､ 介

護職者の雇用に関し､ より積極的に海外に門戸

を開くこと｣ という意見に賛成している介護施

設ほど､ インドネシア人介護福祉士候補者を入

れて､ ｢職場が活性化した｣ (���846､ �＜0�01)､

｢日本人スタッフが異なる文化を理解するよう

になった｣ (���650､ �＜0�01) と回答している｡

また､ ｢日本人スタッフが明確な表現でコミュ

ニケーションをとるようになった｣ と回答して

いる介護施設ほど､ ｢国家資格は必要だが､ ４

年間のうちに取得を義務付けなくてもよい｣

(���531､ �＜0�05) と回答している｡

介護福祉士候補者は４年目に１度だけ国家試

験を受ける機会があるが､ １度だけのチャンス

というのはあまりに厳しいのではないかという

声が関係者の間で多い (『朝日新聞』､ 2009年３

月20日)５｡ 明確な表現でコミュニケーションを

とるなどして候補者を支援している介護施設ほ

ど､ 確実に国家資格を取得し､ 自分たちの介護

施設でより長く働いてもらいたいという期待を

していることが考えられるが､ この結果は､ 本

調査の結果と矛盾しない｡

｢ある一定の日本語能力を､ 候補者の応募条

件にすること｣ という意見に賛成している介護

施設ほど､ ｢教育担当者の仕事量が増えた｣

(���894､ �＜0�01)､ ｢施設の財政的負担が大き

くなった｣ (���483､ �＜0�05) と回答しており､

また ｢入所者とのトラブル対処が必要になった｣

と感じている介護施設ほど ｢斡旋業務を民間業

者にも開放すること｣ により賛成する傾向があっ

た (���504､ �＜0�05)｡

前述のように､ 候補者の日本語能力は､ 受け

入れ介護施設の職場にも影響を与え､ ひいては

���の在り方にも疑問を投げかけうる｡ 著者

来日第１陣のインドネシア人看護師・介護福祉士候補者を受け入れた全国の病院・介護施設に対する追跡調査 (第２報)
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者らに対する在留期間延長については､ 現時点でその予定はない､ と回答している (『朝日新聞』 夕刊, 2010年５月11日)｡
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表３. 職場の変化と候補者に対する評価の相関係数 (介護施設)

職場が活性化
した

日本人スタッフの
日本語のことば使
いが丁寧になった

日本人スタッフが明確
な表現でコミュニケーショ
ンをとるようになった

日本人スタッフが､
異なる文化を理解す
るきっかけとなった

入所者が以前
よりもいきいき
とした

日本人スタッフが､ ｢介
護｣ とは何か､ 改めて
考えるようになった

身体介助の技術が
高い �240 �685�� �416 �511� �323 �132

身体や病気に対す
る知識がある �506� �537� �597�� �600�� �345 �370

性格が明るい �429 �407 �423 �101 �140 �418

辛抱強く業務にあ
たる �171 �430 �368 �203 �252 �138

学習意欲が高い �534� �800�� �506� �523� �517� �678��

時間を遵守する －�046 �109 �073 －�018 －�319 －�469�

協調性がある �548� �260 �552� �345 �235 �265

よく気がきく �509� �372 �513� �449 �436 �331

接遇態度がよい �191 �083 �417 －�023 �282 �302

敬老精神がある �012 �137 －�066 �033 �342 �278

入所者との日本語での
会話が問題なくできる �460� �237 �526� �516� �462� �497�

日本人スタッフとの日本語
での会話が問題なくできる �553� �224 �468� �595�� �407 �476�

介護記録作成に必要な日
本語の読み書きができる �521� �266 �432 �552� �386 �367

����＜0�01����＜0�05

教育担当者の仕事
量が増えた

施設の財政的負担
が大きくなった

入所者とのトラブ
ル対処が必要と
なった

宗教面での配慮が
必要となった

日本人スタッフと
の人間関係で調整
が必要となった

身体介助の技術が
高い －�342 －�121 －�062 �049 －�177

身体や病気に対す
る知識がある －�384 －�435 －�497� －�114 －�169

性格が明るい －�099 －�240 －�163 －�052 －�340

辛抱強く業務にあ
たる －�338 －�086 －�057 �300 －�223

学習意欲が高い －�234 －0�02 －�204 －�113 －�411

時間を遵守する －�045 －�136 －�015 －�080 �303

協調性がある �022 －�105 －�367 �130 －�204

よく気がきく －�098 －�290 －�419 －�039 －�065

接遇態度がよい �275 －�027 －�328 －�081 �024

敬老精神がある －�131 �116 －�231 －�408 －�561�

入所者との日本語での
会話が問題なくできる －�313 －�272 －�603�� －�172 －�221

日本人スタッフとの日本語
での会話が問題なくできる －�168 －�162 －�480� －�026 －�183

介護記録作成に必要な日
本語の読み書きができる －�182 －�289 －�327 －�291 －�404



らによるインタビューでも､ 介護施設関係者は､

｢日本語能力があれば介護現場で即戦力になる｣

という趣旨の発言をしている６｡ 前述のように､

入所者とのトラブルが､ 候補者の日本語能力の

低さに関係しているが､ 現在の���枠組では､

すべての候補者に､ 入国時にある一定以上の日

本語能力を持たせることは難しかった７｡ この

ことから､ 現行の���枠組には満足のできな

い受け入れ介護施設が､ 外国からの介護職者の

導入を､ 競争原理の働く民間業者にも開放して､

さらに日本語能力を高めた候補者を導入しやす

いようにすることを希望していると推察できる｡

職場の変化と今後の受入態勢との関連につい

ては､ ｢職場が活性化した｣ と回答している介

護施設ほど ｢日本人介護スタッフが不足してい

るかどうかにかかわらず受け入れる｣ (���472､

�＜0�05)､ ｢今後も���枠組でインドネシア人

介護福祉士候補者を受け入れる｣ (���520､ �＜

0�05)､ ｢今後､ ���枠組でフィリピン人介護福

祉士候補者を受け入れる｣ (���484､ �＜0�05)

と回答していた｡ また ｢日本人スタッフが､ 異

なる文化を理解するきっかけとなった｣ と回答

している介護施設ほど ｢日本人介護スタッフが

不足しているかどうかにかかわらず受け入れる｣

(���506､ �＜0�05)､ ｢今後も ���枠組でイン

ドネシア人介護福祉士候補者を受け入れる｣

(���465､ �＜0�05)､ ｢今後､ ���枠組でフィリ

ピン人介護福祉士候補者を受け入れる｣ (��

�645､ �＜0�01) と回答していた｡ 一方､ ｢入所

者とのトラブル対処が必要となった｣ と回答し

ている介護施設ほど ｢日本人の業務補助者とし

て受け入れる｣ (���618､ �＜0�01) と回答して

いた｡ 今般インドネシア人介護福祉士候補者を

受け入れてみての総合評価との関連では､ ｢職

場が活性化した｣ (���622､ �＜0�01)､ ｢日本人

スタッフが､ 異なる文化を理解するきっかけと

なった｣ (���462､ �＜0�05) との間に有意な正

の相関を見た｡

介護施設にあっては､ 職場の活性化や異文化

交流という点が､ 外国人介護福祉士候補者導入

の際にプラス面として評価されやすく､ それは

今後､ インドネシア人のみならずフィリピン人

介護福祉士候補者の受け入れのきっかけにもな

る可能性を示唆している｡ 反面､ 入所者とのト

ラブル対処が必要になったと感じている介護施

設では､ 日本語能力の低い候補者らに介護職と

しての仕事を一人前には任せることができない

と判断し､ 日本人の業務補助者として受け入れ

ることならば検討してもよいと思っていること

が分かる｡

５. 調査結果を踏まえての提言 まとめ
に代えて

���による看護師・介護福祉士候補者の国

際移動は国内の人材不足を緩和するためではな

く､ あくまで ｢特例的｣ な措置である｡ 経済自

由化を推進する自由貿易交渉の結果として受け

入れが決定された外国人看護師・介護福祉士候

補者らではあるが､ 各国の交渉当事者たちの思

惑をはるかに超えて､ 候補者たちは医療や介護

現場の活性化に貢献している｡ 第１報は､ 病院・

介護施設共に候補者を受け入れたことで ｢職場

の活性化｣ ｢異文化理解｣ ｢コミュニケーション

能力の向上｣ 等の変化があったことを認めてお

り､ 半数以上の施設では ｢入所者がいきいきと

してきた｣ ことを指摘している｡

本報告では､ そういった変化の背景にあるも

のを明らかにするために､ それぞれの病院及び

介護施設において受け入れている候補者に対す

る評価､ 受け入れ一年を経た現在の���に対

する評価､ 今後の雇用計画､ 及び総合的評価に

関連する要因構造について､ 病院と介護施設を

比較した｡ その結果､ 病院においては､ 受け入

れに対する総合的評価は､ 受け入れ目的､ たと

えば ｢将来､ 看護師として戦力を期待している

から｣ ｢職場を活性化させたいから｣ など､ 外

国人看護師導入により受ける直接的なメリット

を期待しているかどうかに影響され､ 病院の規

模の大きさなど､ 属性はあまり関連しないこと

が明らかになった｡ ただし､ 看護師候補者らへ

の評価に関連する項目は､ ���による受け入

れの総合的評価とは異なる様相を示している｡

来日第１陣のインドネシア人看護師・介護福祉士候補者を受け入れた全国の病院・介護施設に対する追跡調査 (第２報)
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６ 2009年９月28日､ 西日本の介護施設での筆者らによるインタビュー｡
７ インドネシア第２陣からは､ ４か月の日本語研修を来日前にインドネシアで行ってから入国させており､ 来日後､ 日本語に関するトラブルは
比較的少なくなったといわれている｡ また､ フィリピン第２陣においては､ 求職者と求人者との面接の段階で､ 簡単な日本語のテストを行う
ようになり､ フィリピンからの候補者についても､ 日本語能力向上のためのスクリーニングが行われるようになってきている｡



｢看護師として戦力を期待している｣ 病院は､

そうだからこそ､ 候補者の性格の明るさを手放

しでは喜んでいられない厳しい事情がある｡ 厳

しい事情とは､ たとえば､ 日本語による国家試

験のハードルの高さである｡ そのため､ 看護師

候補者らに対しては､ 日本人スタッフとの協調

性の良さよりも､ 本人の学習意欲の高さの方が

歓迎され､ 国家試験突破のために､ 職場一丸と

なって取り組み､ 職場全体が活気づいていく状

況が浮かび上がってくる｡

一方､ 介護施設では少々異なる様相を呈する｡

介護施設において受け入れられている介護福祉

士候補者らに対しては､ 看護師候補者とは異な

り､ すでに即戦力となって働き､ 日本人スタッ

フや利用者に重宝がられていることが考えられ

る (『朝日新聞』､ 2010年１月１日)｡ そのため､

看護師候補者らに比べ､ 職場におけるプラスの

変化と関連する候補者に対する評価項目がより

多様化している｡ しかし､ 同時に職場のマイナ

スの変化に有意に関連する候補者に対する評価

項目も現れており､ それらは入所者や日本人ス

タッフとの日本語会話能力の高低であった｡ 国

際厚生事業団 (�������)８によれば､ 全体的

に､ 介護福祉士候補者らは､ 国家試験対策によ

り時間を割く看護師候補者らに比べ､ 日本語能

力の上達が遅れていることが指摘されたが９､

ことに介護福祉士候補者にあっては､ 日本語会

話能力の低さは､ 入所者とのトラブルの発生に

関わりうるため､ 系統立てた日本語能力の向上

を目指す環境づくりが必要になるだろう｡ また､

介護施設が希望するように､ ｢ある一定の日本

語能力を､ 候補者の応募条件にする｣ ことで､

教育担当者の仕事量や､ 介護施設の財政的負担

を軽減することも効果的であると思われる｡

最後に､ 看護師候補者・介護福祉士候補者と

もに共通していることとして､ 以下の点が指摘

される｡ 候補者らの着任後､ ｢職場が活性化し

た｣ という現状は､ �	
に基づく看護師・介護

福祉士候補者らの将来のさらなる受け入れのきっ

かけとなるポイントということである｡ 厚生労

働省の調査 (厚生労働省､ 2010�､ 厚生労働省､

2010�) によれば､ 事実上採算度外視で､ テス

トケースとして受け入れた病院や介護施設が多

いと思われる本調査の対象者にあっては､ 外国

人看護師・介護福祉士候補者らの受け入れは社

会的経済的コストはかかるものの､ そのことに

よって職場を活性化することができれば､ かけ

たコスト以上の見かえりを得ることができてい

ると考えていることは確かであろう｡ 少なくと

も､ 本調査の対象者について言えば､ 受け入れ

た以上､ 候補者､ 受け入れ側双方にとりより良

い関係を作ろうと努力しているところは伺える｡

しかし､ �	
による外国人看護師・介護福

祉士候補者の受け入れは国策によるものである

から､ 候補者及び受入病院・介護施設のみが頑

張っても事態は改善しない｡ 日本語による国家

試験合格というハードルは､ 候補者及び受入病

院・介護施設にとっての最大の課題であり､ そ

のために求人・求職者数も減ってきていること

が指摘されている (『朝日新聞』､ 2010年２月２

日)｡ 持続可能な�	
のためには､ 単に国家試

験対策のための補助金を配分するだけでは不十

分であろう｡ フィリピンについては2011年度か

ら､ インドネシアは2012年度から､ �	
の見

直し協議が始まることになるが､ そもそもどの

ような病院や介護施設がどのような候補者を求

めているのか､ また日本側で求めている人材が

来日し､ 満足に働けるような魅力的な受入枠組

になっているのかどうか､ 詳細なデータをもと

に検討し直すことが必要不可欠だろう｡

＊本研究は､ 九州大学教育研究プログラム・研究
拠点形成プロジェクト ｢日本の労働市場開放を
めぐる国際社会学的研究 介護・看護分野を
中心に｣ (2007～2009年度) (研究代表：大野俊)､
科学研究費補助金基盤研究Ｂ｢経済連携協定に基
づく外国人看護師の国際労働力移動と受け入れ
システム構築に関する研究｣ (2009～2012年度)
(研究代表：平野裕子､ 課題番号21390166) 及び
科学研究費補助金基盤研究Ｃ ｢介護労働の国際
移動と異文化間介護 東南アジアからの介護
労働者の参入をめぐって｣ (2009～2011年度)
(研究代表：小川玲子､ 課題番号21530534) によっ

九州大学アジア総合政策センター【紀要】第５号

ケア特集

110

８ 国際厚生事業団は2009年度より､ �	
で来日した看護師介護福祉士候補者らの巡回訪問をして､ 日本語や国家試験の勉強の到達度などをテス
トし､ 受け入れ病院・施設に助言をする活動を行っている｡

９ 厚生労働省による調査 (厚生労働省, 2010�, 厚生労働省, 2010�) では､ 看護師候補者らの576％が ｢勤務時間以外に毎週11時間以上勉強し
ている｣ のに対し､ 介護福祉士候補者らの123％が ｢毎週11時間以上勉強している｣ と回答していた｡



て行われた研究成果の一部である｡
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